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農工大通り沿いにある八重垣稲荷神社。 

倉稲魂神、稲田姫神、猿田彦神を御祭神とし、五穀豊穣・商売繁盛・縁結び・道開き

に御利益があるとされています。氏子をもたない崇敬神社のため、参拝者が思い思いの

願いを込めて訪れています。 

境内へ入り目に飛び込んでくるのは鮮やかな赤い鳥居と随所にみられる可愛い狐のイ

ラスト。丁寧に書かれた説明書きも多く、ゆっくり参拝するのがお勧めです。 

約 90 種類の野草が目を出す“野草園”としても知られているだけあり、両脇の竹林

を抜け長い参道を歩いていると、まるで異世界に紛れ込んだような感覚にも。季節を変

えて訪れたい神社です。 

1/1-4 の歳旦祭では、ピザや今川焼、自然薯ドーナツやとろろ 

めし等、キッチンカーの出店があり、例年参拝客で大変賑わうそう。 

古民家のやわらかな空気に包まれながら動物性食品を一切使わないヴィーガン料理

が食べられるお店。 

ランチメニューは日替わりの「本日のごはん」か「本日のカレー」の 2 種類。取材当

日のカレーはゴボウ入りベジキーマカレーでした。大豆ミートや栄養価の高いレンズ

豆、ゴボウ、えのき、人参等、何種類もの小金井産の野菜 
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3/21-22 には稲荷信仰の大切な日である初午・竹灯まつりが行われ、お囃子の演奏・演舞が行わ

れます。その後、参道に並べられた竹筒に、日没とともに火をいれると境内一帯が幻想的な光に包ま

れるそう。八重垣稲荷神社の渡邊さんがつくる名物おでんも大人気で 

おでんを楽しみに来られる方もいるとか。今後の行事が楽しみですね。 

にしまきごはん 

が使われており、食べ応えも抜群。 

お米は“幻の品種”といわれる山形県産「さわの 

はな」を使用。玄米と５分づき米をミックスして提 

供されており、もちもちの食感が美味しくてたまり 

ません。 

地域の方は勿論、ヴィーガンや外国人も多く訪れ 

る「にしまきごはん」。ちゃぶ台と畳のある日本ら 

しい空間で、丁寧に作られた身体に優しい一皿をど 

うぞ。ドリンクメニューやベジおやつもありますよ。 

中町２－１３－１０ ☎042-203-2418 

営業日時：月・火・金・土・日 １１:00～17:00 ※売切れ次第終了 

中町循環 ⑯八重垣稲荷神社より徒歩４分 

お席やお弁当の 

予約はお電話で 

本日のごはん 

本日のカレー 

 1/1～４ 歳旦祭 

3/21～22 初午・竹灯まつり 

1/10 鏡開き 

みんな来てね！ 


